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特集「儀礼空間が創る宗教、実践が創る儀礼空間
―テクノロジー・身体性・規範に注目して」に寄せて

三尾　裕子

人類学における宗教的な儀礼研究（象徴主義、構造主義、解釈主義など）においては、これまで、
儀礼において定式化された行為が反復して行われることにより、その儀礼をおこなう集団の一体性や
社会の再秩序化がもたらされる面が指摘されてきた。しかし、儀礼は、いつも同じなのではなく、そ
の遂行は一回ごとに偶然による変化や行為者の創意工夫による変容が起きたり、成功したり不成功に
終わったりするといった側面も指摘されている（Tambiah　1979）。そこで、本シンポジウムにおい
ては、「儀礼」を様々なアクター（霊的な力を持つ不可視の存在も含む）や社会的な要因と、宗教的
な理念や規範（規範には、行為そのものが決められたとおりに行われているかどうかという実践上の
それも含む）が交渉されることで可変的であることが織り込まれた行為とひとまず定義する。そし
て、「儀礼空間」をそのような交渉が行われる空間とする。またその空間は、常に「ある」ものでは
なく、儀礼的行為が行われるその時々に、偶然的な出来事や即興的な行為などにより作りなおされる
「一時性」を持つものと考えたい（石井　2010）。
「一時性」―あるいは「一回性」といったほうが良いかもしれないが―を指摘するのは、人間は定
式化された行為を反復して行うことで霊的な存在からの効果を引き出せると考えるものの、実際には
偶然性に満ちたことが起きるような不確実な側面もあるからだ。またタンバイアの言うような創意工
夫は、パフォーマンスとしての効果を高めるというだけではなく、現実の社会の動向や規範の要請に
対してより効果的に応えるための応答行為にもなりうるからだ。
儀礼は、その秩序が常に再活性化されるべく行われるとしても、様々な信仰行為の外の社会的変容
に影響を受ける。しかし、そうした影響はダイレクトに儀礼を変容させるとは限らない。むしろ社会
変容は、霊的な存在と人間との信仰行為を介した交渉の場に引きずり込まれ、儀礼や外部の社会秩序
の再調整、微細なずれ、揺らぎをもたらしている。他方、この偶然性に満ちた儀礼の変容は、単にす
べてが「一時的」「一回性的」なものに終わるわけではないことにも注意が必要だ。あるこれまでに
なかったような行為や実践は、確かにその場の状況に臨機応変に対処した応急的なものであるかもし
れないが、その行為の有効性が認められ、許容されるものであることが緩やかに行為者たちに認めら
れれば、一定の時間をかけて儀礼及びその空間を変容させていくことにもなる。儀礼や儀礼空間が、
社会秩序を再生産させるものでありながらも、気が付けば変容するのは、こうしたプロセスによるだ
ろう。
本パネルでは、このような目論見に基づいて、東アジアの諸宗教のありようを検討した。具体的な
パネルの構成は以下のとおりである。
東島宗孝は、臨済宗の寺院における一般人を対象にした坐禅会を取り上げる。臨済宗においては、
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個々人は本来仏であるとされる。集合的な場においてともに座り、静寂の中で規矩（規範）を体現す
る形式的な行為により静寂が守られることで個々の内側に仏を見いだしやすい空間が実現される。し
かし、こうした参禅の在り方は、コロナ禍で集合的な行為ができなくなりオンラインによる坐禅会に
変わった。東島は、その時期を経て再度禅堂での坐禅が行われるようになった現在、オンライン坐禅
会を鏡として、坐禅の在り方が如何なるものであり、どのような変容を遂げているのかを検討して 
いる。
東野隆弘は、明治の廃仏毀釈で伝統が一度途絶えた金剛山における山伏の宗教実践を取り上げる。
修験道研究では、従来不動明王を対象として護摩行や羽黒の十界修行などの儀礼実践が重視されてき
たが、東野は、むしろ伝統が一度途絶えたことにより、山伏たちが修行の一環として行う山を歩くと
いう行為によって、山伏の身体と山の中でいわゆるアニミズム的といえる諸霊や中世から現代にいた
るまでの人々の霊などが出会っていく姿を考察する。
ケイ光大は、中国において迷信活動として弾圧された香花仏教という民間仏教による葬送儀礼が、
再開できるようになって以降復活を遂げていく過程で、霊的なアクターへの働きかけとして人々が視
覚や聴覚に訴える儀礼実践を行っており、そうした行為を「鬧熱」というフォークタームを手掛かり
に分析する。
牧田小有玲は、九州北部のある神社で行われている安産祈願と初宮における儀礼を行為遂行的な実
践と捉え、儀礼の中のジェンダー規範が維持されたり揺れ動いたりすることによって儀礼そのものが
いかに再編成されていくのかを論じる。
なお、本特集は、2024年 7月 6日に行われた三田社会学会のシンポジウムでの発表に基づいて寄
稿された。当日の発表に対しては、慶應義塾大学商学部の宮本万里先生と東京大学東洋文化研究所の
藏本龍介先生からコメントを頂戴したことに感謝し、付記する。
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